
早稲田大学・国際学術院・教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６８９

基盤研究(C)（一般）

2023～2017

非英語圏大学EMI（英語を媒介とする授業）プログラム実態調査と言語政策への提言

Survey on EMI (English-Medium Instruction) Programs in Non-English-Speaking 
Countries and Recommendations for Language Policies

５０２９６３９９研究者番号：

飯野　公一（Iino, Masakazu）

研究期間：

１７Ｋ０３０２８

年 月 日現在  ６   ５ ３０

円     3,300,000

研究成果の概要（和文）：アジア非英語圏で増加しつつあるEMI(English Medium Instruction)プログラムにお
いて日本人学生と外国人学生の英語、およびその他言語使用やコミュニケーション活動の実態、またEMIプログ
ラム卒業生等が仕事で求められている言語使用について、本研究を通じてより詳細なデータを収集、分析するこ
とができ、言語教育への政策提言の素地となった。研究期間全体を通じて、これまで十分な議論が見られなかっ
たEMIのE（English）および他言語の使用実態および認識について、よりlingua franca, translanguage 
practiceとしての視点の重要性が確認された。

研究成果の概要（英文）：Regarding EMI (English Medium Instruction) programs in non-English-speaking 
Asian countries (including Japan) the study collected and analyzed more detailed data on the usage 
of English and other languages, as well as communication activities among Japanese and international
 students, and the language skills required in their professional careers. This study serves as a 
foundation for policy recommendations in language education. Throughout the entire research period, 
the importance of adopting perspectives such as lingua franca and translanguage practices has been 
confirmed in understanding the usage and perception of English and other languages within EMI 
programs, which have not been sufficiently discussed in the past.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
アジア非英語圏の大学においてEMIプログラムが大学の国際化を進展させる一方で、多くの大学が様々な課題に
直面している。EMIが高等教育で果たす役割とは何か、グローバル人材教育とは何か、英語とは何か、といった
問いが常に突き付けられている。学生、保護者、教職員、政策立案者、企業経営者等多様な利害関係者が影響を
与え合い、それぞれ国・地域の歴史を通じて経験してきた英語との向き合い方（言語イデオロギー）と照らし合
わせて、それぞれの答えを模索している状況である。英語がグローバルな市場参加のために必要であるとされる
一方で、その他言語の地位、および自己の言語、文化アイデンティティが脅かされる事象も観察される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景 
英語を第一言語としない国・地域の大学において、EMI(English-medium Instruction)が急速
に広がりをみせている。1980年代後半に始まったエラスムス計画は EU域内の学生、教員の人
物交流を目的とするが、その後ソクラテス計画、エラスムス・ムンドス計画等へと地球規模で発
展してきた。また、1999 年のボローニャ宣言を経て、高等教育の域内連携はさらに強化される
ことになったが、そこでは多言語を背景とする参加国の共通言語として英語の役割が高まると
ともに EMIが拡大する結果となった。また、アジア諸国では、シンガポール、香港、マレーシ
ア、ブルネイ等旧英国植民地の高等教育では EMIが実施されてきたが、最近では、中国、韓国、
タイ、台湾、といった国・地域でも EMIが導入されるケースが増加してきている (Iino, 2010, 
Kirkpatrick, 2012)。日本も例外ではなく、グローバル３０やスーパーグローバル大学創世支援
といった一連の大学国際化プロジェクトの後押しもあり、2008年に英語による授業を実施して
いる大学数（学部レベル）は 190校(26.3%)を数え、2012年には 241校(32.4%)へと増加し、ま
た、英語による授業のみで卒業できる大学数（学部レベル）は同時期の比較で 7校(1.0%)から 20
校(2.7%)へと増加している（文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室「大学における教
育内容の改革状況について（概要）」、2014）。後者の「英語のみで卒業できる学部」を EMI プ
ログラムと呼ぶことが多いが、数は少ないものの今後さらに増える動きが見られる。 
EMIとは Dearden(2014)の定義によれば、“the use of the English language to teach academic 

subjects in countries or jurisdictions where the first language (L1) of the majority of the 
population is not English”(人口の大半の第一言語が英語ではない国・地域で専門科目を英語で
教えること)とされる。近似概念としての CLIL (Content and Language Integrated Learning、
内容と言語の統一学習)は言語学習も目的とされるが、研究者によっては現実的な区別は難しい
とされる場合もある。明治期日本の近代国家建設期の大学での英語使用、ポストコロニアル状況
でのアジアでの英語使用といったコンテクスと異なり、最近 20年近くの大陸ヨーロッパ、アジ
ア圏における EMIの拡大現象は言語史上大きな変化の現れとして捉えることができる。このよ
うに、1990年代以降グローバル化の進展を背景とした「英語化」は大学教育へ大きな影響を与
えている。 
しかしながら、非英語圏での EMI プログラムにおける実態調査は欧州のコンテクストでは開
始されているが（Cots, Llurda and Garrett 2014, Dafouz and Smit 2014, Doiz et al. 2011, 2013, 
Jenkins 2014, Mauranen 2012, Smit 2010, Smit and Dafouz 2012など）、アジア圏はまだまだ
始まったばかりである（D’Angelo 2015, Hino 2015, Hu and McKay 2012, Iino 2012, Iino and 
Murata 2016, Wang 2015など）。とくに最近の研究では、EMIの‘E’に注目し、これまでネ
イティブ規範の英語を前提としてきた政策と、現実の英語使用および多言語使用の実態を ELF 
(English as a Lingua Franca)の視点から分析し、そのギャップを明らかにしようとする動きが
見られるようになった(Murata and Iino 2017, Murata, Iino and Konakahara 2016など)。 
  筆者が本研究の着想に至った経緯は、勤務校において、学部、大学院レベルで EMIプログラ
ムの立案に関わり、教員としてのみならず、現代ＧＰ（平成 16年度）「英語がつなぐグローバル
キャンパスへの取組」、また教育ＧＰ（平成 20年度）「多文化・多言語社会に向けての教養教育」
の運営を担当してきたことにある。その後、早稲田大学留学センター所長として、グローバル人
材育成推進事業（グローバル・リーダーシップ・プログラム＜平成 23年＞、WINGS ＜Type 
A,平成 24年度＞），大学世界展開力強化事業（AIMS＜平成 25年度＞）に取組み、日本で最大
数の留学生の送り出し、受け入れを実現してきた。これまで, 基盤研究（ｃ）「社会言語学的環境
の異なる留学体験が言語習得・言語態度に及ぼす影響に関する調査」（平成 21年度採択）、「非英
語圏英語プログラムへの留学体験が言語習得、国際理解へ及ぼす影響に関する調査」（平成 25年
度採択）にて非英語圏 EMIプログラムを中心にデータを収集し、分析を行ってきたが、本研究
では日本における EMIプログラム受入外国人学生の言語使用と、卒業生への調査を含めること
によって、これまでの研究成果を深化させることを目指した。 
 非英語圏の EMI に関する研究は、前述のとおり、これまで EMI 先進地域のヨーロッパを中
心に行われてきたが、アジア圏、とくに本研究の対象とするタイ、台湾、日本においてはまだま
だ始まったばかりである(Iino & Murata 2016)。アジア圏でのコーパスを基にした研究
（Kirkpatrick2010）と異なり、本研究では、エスノグラフィックな社会言語学的調査方法を用
いて、実際の教室内外での録音、録画、インタビュー、アンケート調査を行い、質的データを収
集し、分析する。このような多面的かつ詳細な分析によって、マクロレベルでの EMI推進政策
とミクロレベルでの実際の参加者の経験とを対比したものはこれまでなかった。また言語使用
の実態を、英語のみにフォーカスすることなく、多様な言語資源やマルチモダールな視点から多
層的に捉えることを試みた。本研究を通じて得られる知見は、今後も拡大傾向にある EMIプロ
グラムのより効果的な政策立案・運営、カリキュラムデザイ、教職員への FD等を通じた研修機
会の提供、学生へのより適切な指導、広く社会一般への情報提供等へ貢献するものと考えられる。
また、非英語圏で英語を第一言語としない参加者間のコミュニケーション活動を分析すること
で、関連する英語教育、ELF、国際教育、言語政策、社会言語学等研究分野への貢献にもつなが



ると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究目的は、アジア非英語圏（日本を含む）で増加しつつある EMI(English Medium 

Instruction、英語を媒介とする授業)に焦点をあて、（１）日本人学生と外国人学生の英語および
現地語の言語習得やコミュニケーション活動の実態を把握し、また（２）EMI プログラム卒業
生への調査を実施することによって、仕事で求められている言語使用とカリキュラムとの連関
を分析し、言語教育への政策提言を行うことである。グローバル３０やスーパーグローバル大学
創成支援といった高等教育の国際化政策のなかで、EMI は留学生数を拡大し、英語教育の効果
も期待されるとされ推進されてきたが、実際に参加者がどのような体験をし、プログラム終了後
にどのようにその経験を活かしているかについての研究は未だなく、政策評価としても重要な
課題である。 
 
３．研究の方法 
本研究では、対象は非英語アジア圏のうち、タイ（チュラ－ロンコーン大学、タマサート大学）
と台湾（国立台湾大学、国立新竹教育大学）、および日本（スーパーグローバル大学創成支援採
択校６大学）の EMI プログラムについて、制度や政策の比較を行うとともに、そこに留学してい
る日本人、外国人学生の言語習得やコミュニケーション活動についてのエスノグラフィックな
調査を実施した。とくに、それぞれの EMI プログラムにおいて、入学時英語能力の評価基準、卒
業時の目標基準、教員採用の要件、プログラム内容、シラバス、教材のデータ収集を行い、教室
内での観察、音声記録、ビデオ録画等を通じたデータ収集、学生、教員、卒業生（およそ卒業後
10 年以内）を対象としたアンケート調査およびインタビュー調査等を通じて、アジアの大学で
拡大する EMI の実態を調査した。さらに、学生に参与観察者として自らの教室外（寮、ボランテ
ィア、サークル、消費行動等）でのコミュニケーション活動を記録させるなどして、マルチリン
ガル、マルチモダール(multimodal, 言語のみならず図、音、ＩＴ等様々な手法を用いてコミュ
ニケーションを図る状況、cf. Shohamy 2006）な実際の言語使用を調査した。こうしたデータを
もとに、非英語圏 EMI プログラムの E が意味する English とはいかなる特徴を持つか、現地語
の使用状況、多様な言語、文化を背景に持つ留学生との接触場面状況、参加者の言語意識・態度、
また、新しい情報テクノロジーの活用状況等を分析した。この間、Voravudhi, Chirasombutti, 
Associate Professor, Chulalongkorn University （社会言語学分野での共同授業、共同研究、
現地調査の協力、タイの言語政策情報の提供）、Yanagisawa, Shizuku （共同授業、共同研究、
現地調査の協力、タイ日本語教育分野情報提供）、Fu, Bennett Yu-Hsiang, Professor, National 
Taiwan University (同大学の国際交流の責任者、現地調査の協力、台湾の EMI 政策に関する情
報提供)、Luo, Wen-Hsing, Associate Professor, National Hsinchu University of Education 
(ELF 研究で共同研究、現地調査、ELF に関する情報提供)、Cynthia Tsui (Assistant Professor, 
National Chengchi University, 台湾言語政策についての情報提供、学会共同発表)、国内共同
研究者：村田久美子・早稲田大学教授（EMI, ELF、アンケート、インタビュー調査、科研共同研
究、共著、共同学会発表等）、Yuko Goto Butler (共同研究、共同論文執筆等)の協力を得ること
によって本研究は実施された。 
海外協力大学において、EMI プログラム（課程の一部が英語で実施される EMI コースの場合も
含む）の授業を参与観察したほか、日本人留学生、現地学生を対象者としてインタビュー調査等
質的調査を実施した。参加者のキャリア選択に EMI がどのように影響を与えるかにも注目して
インタビューを行ったほか、当該 EMI プログラム卒業生（主に筆者の学部ゼミ、大学院研究指導
対象の卒業生および過去のフォーカスグループ参加学生等）にインタビューを実施した。この間、
様々な大学国際化プロジェクト、EMI 推進策等に関する政策ドキュメント、中間報告、評価委員
会コメント等を収集し内容分析も行った。なお、調査期間中にコロナ感染の拡大により、海外渡
航、国内移動、および対面での調査が行えない事態が生じ、インタビュー調査においてもズーム
などを用いたオンライン形式への切り替えなどが求められ、研究期間の延長を余儀なくされた。 
 
４．研究成果 
アジアの非英語圏の大学においても近年多くの EMI プログラムが提供されつつあり、大学の
国際化が進展している一方で、多くの大学が様々な課題に直面しているのが現状である。EMI が
高等教育で果たす役割とはなにか、グローバル人材教育とは何か、英語とは何か、といった問い
が常に突き付けられている。学生、保護者、教職員、政策立案者、企業経営者等多様な利害関係
者が影響を与え合い、それぞれ国・地域の歴史を通じて経験してきた英語との向き合い方（言語
イデオロギー）と照らし合わせて、それぞれの答えを模索している状況ともいえる。英語がグロ
ーバルな市場参加のために必要であるとされる一方で、その他言語の地位、および自己の言語、
文化アイデンティティが脅かされる事象も観察される。 
本研究を通じて、アジアの非英語圏で提供される EMI プログラムに参加する学生はその大半
が非英語母語話者であること（留学生、帰国生、インターナショナルスクール出身者、自国語母
語話者等様々な入試形態、自らの emic な類型化があり、様々な英語の使用が見られるが、いわ
ゆる Kachru 類型のインナーサークルの出身者は少数派）(cf. Iino 2019, 2024, Murata and 
Iino 2018, Murata, Iino and Konakahara 2019)、EMI プログラムに入学するために多大なイン



ベストメントを行っていること（いわゆる shadow education と呼ばれる予備校や塾、早期英語
教育、インターナショナルスクール、留学、海外旅行等）(cf. Murata and Iino 2024) 、EMI プ
ログラムがグローバル人材教育に役立っているという認識を持ちキャリア選択へ影響を持つこ
と(cf. Iino 2024, Murata and Iino 2024)、が確認された。また、教員についても自ら英語圏
での教育を受けた非英語母語話者が大半であることが調査校で共通して見られる。参加者の社
会経済的背景、インベストメントの大きさから、エリート志向プログラムとしての特徴が指摘さ
れる (cf. Murata and Iino 2024)。また、EMI プログラムは実際には多言語が教育言語として
使用され、現地語を含めた他言語教育も提供されているにもかかわらず、English-only medium 
instruction として認識される傾向にあり、いわゆる native speakerism が強く意識される場面
が多い (cf. Konakahara, Murata and Iino 2019, Iino 2020, Iino2024)。4 年間の EMI 経験、
留学経験等を経て、EMI の E が必ずしもネイティブ・スピーカーの English だけではないと認識
し、英語使用に自信を持つ学生が多くなる一方、卒業時においても自らの英語に対して不安
（insecurity）を強く意識する学生も見受けられる（cf. Butler and Iino 2021, 飯野 2024）。
また日本人母語話者であるにもかかわらず、自らの日本語使用について、とくに学術文書の作成
にあたって不安を表明する学生も見受けられる（同様の考察について、2024 佐々木テレサ、福
島青史『英語ヒエラルキー』グローバル人材教育を受けた学生はなぜ不安なのか、光文社を参照）。
さらに保護者の強い native speakerism が学生の留学先の選定等にも大きく影響を及ぼしてい
る実態が見られた(cf. Iino 2024)。 
日本の EMI に参加する留学生の課題としては、EMI プログラム中、授業や課題をこなしていく
ために英語に集中するあまり、日本語の習得がおろそかになり、いざ日本で就職活動をしようと
しても企業が求める日本語のレベルに達することができず苦戦するケースが多く見られた。と
くに大学院修士レベルでは 2 年間の EMI プログラムであるため、その傾向が顕著に見られるケ
ースがあった(cf. Iino 2018, 2024)。EMI プログラムを修了した後に日本語学校に入り直し、
日本語を学習しながら就職活動を行う学生もいる。つまり、入学時に日本語が求められない留学
生にとっては日本の EMI は gateway として、その門戸を開き、受け入れてくれるものの、日本に
継続して滞在し、就職をしようとする留学生にとっては卒業時に gatekeeper となってしまう可
能性もあることが課題となっている。逆に入学時に高い英語力を求められる日本人（主に、学生
間で用いられる emic な用語として純ジャパと類型される学生）にとっては、入学時には EMI プ
ログラムは gatekeeper として機能するするが、卒業時にはグローバル人材教育を受けた結果と
して一転 gateway と評価される傾向にある(cf. Murata and Iino 2022, Murata and Iino 2024)。 
また、EMI で用いられる教材は主に英語圏の大学で使用されている教科書等が大半であり、コ
ンテンツの共通化、画一化の傾向が強まっていることがあげられる。取り上げられる事例研究等
でも英米のコンテクストの内容が多く、学生の理解を促すために教員がローカルなケースを提
示するなどの努力が一層求められるとともに、英米の学術ナラティブに標準化される圧を感じ
るとの指摘もあった(cf. Iino 2024)。 
EMI プログラム卒業生へのインタビュー（日本、タイ、シンガポールで実施）で明らかになり
つつあることは、業種、職種によって求められる英語のバラエティーは多様であり、行政、金融、
海運等管理部門においては英米の法律など規範が書類上求められる一方、建設、小売り、中小製
造業においてはより多言語、現地語でのコミュニケーションが求められる現状である。多くのイ
ンタビュー参加者は学校英語とのギャップを経験しており、より多様な英語へ触れる機会の提
供、また多様性への理解を深めることの重要性を指摘した（cf. Iino, Murata and Terauchi 
2023, Murata, Iino and Ng 2023, Iino 2023）。その他、分析途中の録音データもあり、今後分
析を進めるとともに、研究発表を行う予定である。 
今後の研究課題として、2000 年代初頭に開始された EMI プログラムの卒業生が、卒業後 20 年
を過ぎ、キャリアの中堅層となっていることから、さらに彼らのナラティブ（ライフ・ストーリ
ー）研究、他国・地域との比較研究等を通じて、EMI という言語政策(Miyazaki and Iino 2022)
が社会的にどのように評価されるのか等探求していく予定である。 
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